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「レファレンス通信」も６号となり、今回は 

 

  

新聞資料 を取り上げます。 

   

新聞は、皆さんにとっても身近であり、さまざまな情報を得る事が出来る貴重な資料です。 

中央図書館には、 

地方紙（市）として    「岳南朝日」「岳陽新聞」「富士ニュース」     

   地方紙（県・東海）として 「静岡新聞」「中日新聞」 

   全国紙として       「朝日新聞」「読売新聞」「毎日新聞」       

                「日本経済新聞」「産経新聞」 

   専門紙として       「日刊工業新聞」「日本農業新聞」    

                             

    他に、スポーツ紙・英字新聞などを所蔵しています。 

 

新聞ごとに保存年数が異なります。詳しくは図書館のＨＰや職員にお尋ね下さい。 

 

では、新聞資料がレファレンス室のどこにあるかご案内しましょう。 

 

                     
 

 

     
 

 

       

 レファレンス室にない新聞でも、閉架書庫（地下の書庫）に所蔵している場合がありま

す。職員にお尋ね下さい。 

 

      

レファレンス室

に入ると正面に

こんな表示があ

ります。 

 

新聞架（新聞が置いてある棚）の北側に「富士山

コーナー」、その左側に過去の地方紙（市）・縮刷

版・復刻版・新聞関係の本が配架されています。 

 

  縮刷版 新聞を縮小し、1か月分を 1冊の本   

      にしたもの 

 復刻版 原本通りに複製して発行したもの 

       

 

右側の写真のよう

に新聞を半月・1か

月分ずつ綴ってい

ます。 



新聞の記事は後でもう一度見ようと思い、いざ探してみるとなかなか見つけることができ

ないものです。そんな時は是非、図書館をご利用下さい。 

 

それでは、事例を挙げながら少し詳しく見てみましょう。 

 

    「○○新聞の○○という記事をみたいが、日付がわからない」 

      インターネットや新聞のデータベースから検索し、実際の新聞の記事を

見ます。 

          

    「ローカル新聞のシリーズ記事を通して読みたい」 

      ローカル新聞のデータベースから検索します。 

  

    「明治時代の新聞を見たい」 

      朝日新聞の復刻版は明治 21年 7月から所蔵しています。 

      他にも『明治ニュース事典』『二十世紀の新聞』『毎日新聞復刻版』 

      などがあります。 

        

    「昭和のある出来事について各新聞はどのように書いている（報道している）か 

     知りたい」 

      『新聞集成昭和編年史』を昭和 37年迄（順次刊行中）所蔵しています。  

      またインターネットで各新聞を検索して、比べることもできます。 

 

新聞のデータベースって？  新聞記事をインターネットで検索できることです。 

 

中央図書館で検索できる新聞のデータベースは  

    G-Search(ジー・サーチ)― 全国紙・地方紙等を網羅しています。 

    静岡新聞+日経テレコン ― 静岡新聞・日本経済新聞の記事が検索できます。 

    聞蔵 ――――――――― 朝日新聞の記事が検索できます。 

    岳南朝日・岳陽新聞 ―― 平成 24年 12月までの記事が検索できます。 

                 （専用の端末で自由に検索できます） 

 

 

       注 すべての記事がデータベース化されてはいません。 

         データベースから複写できない新聞もあります。 

         検索できる年数もデータベースごとに異なります。 

         職員が行いますので声をかけて下さい。  

 

              

 

          

 

                 

あの新聞記事が

読みたい！けれ

ど・・・いつだ

ったかな？ 

記事が見つかって 

スッキリ！ 

図書館へ行って 


